
みどりの保全と創造

　太田市には、シンボルである金山や八王子丘陵をはじめとする多くの緑があります。さら
に、古代から生活を支えてきた湧水群、歴史的象徴の社寺林や屋敷林、市街地周辺の田園、利
根川や渡良瀬川の広大な河川敷など、豊かな自然環境が残されております。緑は、環境の保全
や防災に寄与するだけでなく、リラックス効果、免疫力の向上、心身の健康など快適な野外レ
クリエーション空間の提供やうるおいのある都市景観の向上、生態系保全の機能、二酸化炭素
の吸収など大気の浄化や土壌の保全などの役割も担っております。
　これらの大切な自然を次世代へと引き継いで「自然と人が共生するまち」を実現するために
は、身近な自然に目を向けるとともに監視や調査を継続して行っていくことが大切です。ま
た、日常的な生活空間における美化活動や環境保全活動を促進し、住みやすい生活環境の保全
に努めることが重要です。

みどりの保全と創造に向けて

環境みらい像

みどりの保全と創造
「自然と人が共生するまち」

■ みどりの保全と創造
　　　　　■ 環境美化・環境保全活動の推進

■ 生活環境の保全　　

環境への取組み
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みどりの保全と創造
みどりや水辺などの自然環境の役割

自然と人が共生するまち

◇地域環境の維持・改善機能
　　　　①気象の調節 ②二酸化炭素の吸収 ③生態系の保全 ④地球環境の保全

◇都市防災機能
　　　　①災害時の避難地 ②延焼の防止 ③騒音防止

◇健康レクリエーション的空間機能
　　　　①心身へのリラックス効果 ②散策 ③レクリエーション ④スポーツ ⑤余暇活動

◇景観機能
　　　　①美しい景観 ②快適な環境の創造

◇精神的充足機能
　　　　①日常生活の中の緑、花、人とのふれあい ②心の安らぎ ③季節感

環境美化・環境保全活動
◇身近な生活環境の維持・改善
　　　　①住環境や企業周辺環境の美化 ②ポイ捨て防止や不法投棄の監視
　　　　③地域美化運動への積極的参加

◇身近な自然環境などの保全活動
　　　　①住環境、里山、丘陵地などの自然環境の保全活動 ②ため池や中小河川の保全活動
　　　　③ビオトープなどの環境創造活動

生活環境の保全
◇　大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭などの防止
◇　各種環境質の監視体制の充実



環境への取組み

みどりの保全と創造

課題：自然への思いやりがなくなってきている！

達成目標
みどりを体いっぱい感じよう！

《市民１人あたりの公園面積の拡充》
平成 18 年：13.0㎡→平成 23 年：14.0㎡

みどりの保全に関する各データは、資料編（別冊）P41 〜 45 に掲載しています。

達成目標
湧水を復活させよう！

《新田地域湧水池保全整備の促進》
湧水調査を実施し保全整備を図る

達成目標
身近な自然に目を向けてみよう！

《自然環境実態調査の実施》
監視や調査の継続
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・市や地域で行う緑化運動に協力します。
・住宅地の生垣化やベランダの緑化に努めます。
・敷地内の緑化に努めます。
・緑化推進の意義について学習していきます。
・農薬や除草剤などの使用をできるだけ自粛します。
・赤松保全活動などの森林保全に努めます。

みどりの保全と創造

市　民

具 体 的 な 行 動

事 業 者

自然と人が共生するまち

・敷地内や屋上など周辺の緑化に努めます。
・市や地域で行う緑化運動に協力します。

行　政

・計画的なみどりのネットワークを構築し　
ます。（緑の基本計画の策定）

・森林保全や新たな植栽や補植に努めます。

・湧水は市の貴重な財産と考えます。
・湧水を守るため、湧水池の清掃や見学を行います。

市　民

事 業 者

・地下水の汲み上げを抑制します。
・敷地内の舗装は透水性を採用します。

行　政

・湧水調査を実施し、保全整備を行います。
・湧水の量や水質について観測します。
・市内他地域の湧水を保全整備します。

・体験型学習機会へ積極的に参加します。
・自然や動植物への知識を高めます。

市　民

事 業 者

・休耕地を利用した体験農業の場を提供します。
・敷地内にビオトープ化を図ります。

行　政

・監視や調査を実施します。
・情報発信と体験学習などを企画します。
・生物の生態系保全に努めます。
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ボランティア支援活動

ごみポイ捨て防止活動

環境への取組み

環境美化・環境保全活動の推進 

課題：もっと活動の輪を拡げたい！

達成目標 《ポイ捨て防止活動の推進》
重点地区：16 地区

みどりの保全に関する各データは、○○ページに掲載しています

一人ひとりが
ボランティアの精神で

金山清掃

環境美化・環境保全活動に関する各データは、資料編（別冊）P46 に掲載しています。



・地域の美化運動に積極的に協力します。
・ごみやタバコのポイ捨てはしません。
・ペットの糞は持ち帰る、など適正な処理をします。
・住まいや住まいの周辺の除草や清掃を自主的に行います。
・粗大ごみなどの不法投棄はしません。また、不法投棄を監視します。

みどりの保全と創造

市　民

具 体 的 な 行 動

事 業 者

自然と人が共生するまち

・法律に基づき廃棄物を適正に処理します。
・地域の美化運動に積極的に協力します。
・自動販売機の設置箇所にはごみ箱などを設置し、回収します。
・事業所や農地の周辺の除草や清掃を自主的に行います。
・消費者に環境配慮を呼びかけます。

行　政

・クリーン作戦を継続し、ポイ捨てをしない環境をつくります。
・ポイ捨て防止活動重点地区を指定し、活動を支援します。
・ポイ捨て、不法投棄に対する条例の徹底をします。
・環境美化に関するボランティア団体などを支援します。
・環境保健委員を通じて環境意識の啓発を行います。
・監視、指導体制を強化します。
・連絡協議会を設置します。
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平成 23 年度
「環境を守ろう」コンクール
ポスターの部　金賞作品
韮川西小　１年　手塚　貴彦

平成 23 年度
「環境を守ろう」コンクール
ポスターの部　金賞作品
毛里田小　５年　森　　優実
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悪臭の抑制

環境への取組み

生活環境の保全

課題：生活環境への関心が低い！

達成目標
《環境基準の達成を図る》

大気・水質・騒音・振動などの
環境基準（規制基準）達成

生活環境の保全に関する各データは、資料編（別冊）P48 〜 59 に掲載しています。

マナーやルールの遵守

騒音・振動の抑制

土壌環境の保全

水環境の保全大気環境の保全

具 体 的 な 行 動
・家庭ごみなどの野焼きはしません。
・自然環境にやさしい洗剤などを使用し、化学合成洗剤を使用する場合は、用法を守って生態系に配慮します。
・廃油などは、再利用したり、回収に出すなど直接排水に流しません。
・公共下水道整備地域においては、排水設備を設置し、下水道と接続します。
・公共下水道未整備地域においては、合併処理浄化槽を設置します。
・敷地内は、舗装しないで土砂や砂利などにより地下浸透を図ります。
・騒音や振動をまねくような自動車やバイクの運転はしません。
・不適切な音量騒音は出しません。
・生活排水などからの悪臭を出さないようにします。
・廃棄物などを地面下に埋めません。
・アスベストやシックハウス症候群などの知識を持ちます。
・地域の環境について観察し、行政窓口に情報提供を行います。
・除草剤などの使用はできる限り自粛します。

市　民



みどりの保全と創造自然と人が共生するまち

事 業 者

・法令や条例などに基づく規制を遵守しま
す。

・適切な設備整備やメンテナンスを行いま
す。

・化学物質の排出量や廃棄物としての移動を
報告、公開します。

・産業廃棄物を適正処理します。
・小型焼却炉を撤去し、野焼きはしません。
・排水の物質濃度の基準値を守ります。
・公共下水道未整備地域においては、水質浄

化装置などを設置します。
・公共下水道整備地域においては、排水設備を設置し、下水道と接続します。
・家畜のし尿を堆肥化するなどし、水路などへの流出をなくします。
・農薬などを適正に管理、使用し、削減に努めます。
・油や有害物質を敷地内に浸透させないよう施設などを管理します。
・地下水の汲み上げ量を抑制します。
・農作物の安全性や環境への影響について消費者に情報を提供します。
・低騒音、低振動型の機械を利用します。
・カラオケなどの営業騒音などに配慮します。

行　政

・経年的な監視や調査を行い、情報公開及び改善策を立てていきます。
・事業所などへの定期的な立ち入り検査や改善指導を行います。
・道路の透水性舗装を進めます。
・公共施設のアスベスト対策を実施します。
・足尾銅山汚染地域の経過調査を継続していきます。
・公共下水道整備などを普及します。
・河川清掃や汚泥処理を進めます。
・用水路の通年通水の確保のため関係機関と協議を進めます。
・農薬、除草剤、化学洗剤などの管理方法や使用方法の指導を行います。
・渋滞緩和なども含め交通政策を進めます。
・騒音監視体制を強化します。
・道路の保守管理を行い、騒音や振動を抑制します。

太田市下水道等普及率
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（ 旧１市３町のデーターを加算してあります。）
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